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～一次関数の利用～
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Ｃ 関数（１）
エ 一次関数を用いて具体的な事象を捉え
説明すること。

指導項目

単元の流れ

学校教育目標

「人間力」の育成
○学力・体力
○自他を大切にする力
○将来を展望する力
○社会に貢献する力

単元のポイント

本単元では，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して，
一次関数について理解し，関数関係を見出し考察することを学習する。その上で，一次
関数を用いて具体的な事象を捉え，目的に応じて表，式，グラフを適切に選択し，説明
することで，関数を活用する力や根拠を明らかにして説明する力を育成する。

関数の考えを，見通しを持ったり，
予測したりすることに活用しようと
する。表・式・グラフを用いて論理
的に相手に分かるように説明する。

評価について

○一次関数の意味等を理解させると
ともに，一次関数が日常のどのよ
うな場面に生かせるのか，今後の
学習につながるのか等を振り返る
場面を確保する。（将来を展望す
る力）
○数学的な表現を用いて，お互いに
説明し合ったり，考えを練り上げ
たりする対話の時間を確保する。
その中で，相手の意見を受け入れ
る姿勢を大切にする。（自他を大
切にする力）

毎時間の「振り返りで出させたい言葉」を具体的に考え，本時で
付けたい力，本時のポイントを明らかにし，単元指導計画に明記し
た。ノートやワークシート等で，生徒の振り返りを確認し，生徒の
学びの状況や付けたい力についての評価や，授業の評価を行う。

目指す生徒の姿

事象から関数関係を見出し表現し，
考察するために必要な，一次関数の
意味や変化の割合の意味，一次関数
の表，式，グラフとそれらの相互関
係について理解する。

二元一次方程式について，二つの
変数ｘとｙの関数関係を表す式とみ
ることにより，方程式と関数を統合
的に理解する。

一次関数を用いて具体的な事象を
捉え説明する。また，具体的な事象
を一次関数とみなすことによって，
未知の状況を予測できるようにする。


